
花のまちづくりに関してのアンケート調査の結果報告 
 

 

  ◇アンケート調査について 

  調査期間：令和 7 年 6 月 6 日（金） ～ 令和７年 6 月 30 日（月） 

  回収状況：回答数：193[調査対象：花のまちづくり団体（354 団体）] 

    回収率：54.5％ 
 

  



 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 



 

 

    

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

■主なご意見 

・花を世話する人が高齢になっていますので、労働軽減のため、宿根草を増やす計画をしています。ただし、

後継者が増えてくれば、その時点で考慮します。 
 
・過疎化で新会員の入会も見込めない中、今まで通り“無理せず楽しく”をモットーに、育ったお花たちに感

謝しながら、細く永く今後も活動できたらと思っております。 
 
・毎年きれいな花苗を年２回もありがとうございました。花苗の植栽はたいへんですが、来園の方がみて「き

れいですネ！」 と言って下さるのが嬉しく励みにもなりました。 
 
・市の財政を使うのに少し抵抗があった。今後は気楽な感じで継続していきます。 
 
・水やりや草取りなど当番制にしておりますが、年々活動できる方が少なくなっており、少しずつ負担になっ

てきているのではと感じています。 
 
・花植え活動が必須な行事になっており、出来ればやめたい 
 
・この事業に参加している団体に前もって意向を聞いてほしかった。とりやめるにあたり、様々な理由をかい

てあったが、本当にそうなのか疑問である。長年続けてきた事業を紙一枚でとりやめる通知の仕方に対し

て憤っている。アンケート結果を公表してほしい。 
 
・日頃苗植えは実施しているので講習 2 回は不要では？（時間・遠い）講習しなくても出来るようにお願い

したい。明るい町づくりに花植えは必要ですよ。健康にもつながります。ムダではありませんので続けてくだ

さい。 


